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狩谷液斎年譜考証稿
文政十年下期　其一

梅谷文夫

　文政十年六月二十九日，渋谷羽沢の松山削兼

堂が石経山房に於て段玉裁の「説文解字注」
　　　　　　
の会読が催され，已後，文政十一年八月十九

日を以て中絶する迫の毎月，率ね九の日を例

会日として，慷堂，植斎の他，陰山仲海，渋

江抽斎らがこれに参加した。九の日と定めた

のは，既に，文政九年正月八日已後毎月八の

日，「倭名類聚紗考証」の校訂の為に，山房を

訪れるのを例としていた械斎の便宜が考慮さ

れたからであろう。会読は初め十九日の積で

あったようだ。

　　菟角難晴天気迷惑仕候貴慈如何被為在候

　　哉奉伺度奉存候扱は威科差上候間是亦御

　　願被下候様奉願候大サ別紙申上候先日は

　　資財帳も是も両様共八分にて御染筆被成

　　候様仕度候

　　十八日参上可仕存居候処無拠用事有之不

　　能其儀候依之廿八日拝走可仕候兼而は十

　　九日説文の積に蔭山君へも御約申候処右

　　之次第故廿九日よりと御序に被仰通可被

　下候万々其節拝眉可申上候草々頓首

　　　六月十二日　　　　　　望之拝白

　　　　　　　　　　　　　　　2　　益城先生左右

　文中蔭山とあるのは豊洲の養嗣子仲海であ

ろう。其閲歴は詳かでないが，「慷堂日歴」

天保十年三月四日には，

　　陰山量平，字仲海，寄騎吉田友親之仲子，

　　陰山翁養為嗣子，翁没，襲禄，為教授，

　　天保四年四月十九日病没，距生寛政元年

　　十一月十五日，享年四十
　　　　　　　　　　　　とある。養父豊洲は狭山藩の儒臣，名は雍，

字は文熈，忠左衛門と称し，其学問は護園派

に属していた。仲海が豊洲に養われた経緯は

山梨稲川のr豊洲陰山先生行状」に，

　　先生婁大府人和田信盛之女，夫妻之間，

　　敬待如賓而無子，養林氏所生国華為子，

　　不幸年十九天，継養子者二，皆以不才出

　　之，最後養吉田氏子名量，以承其家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ
と記されてある。文政十年は仲海三十九歳，

狭山藩の教授とはいうものの，これといった

業績もない仲海が会読に加えられたのは，恐

らく説文学者であった稲川との所縁に因るも

のであろう。稲川が豊洲に入門したのは天明

七年五月十七歳であったが，爾来師弟の情誼

厚く，文化五年十一月豊洲没後も先師の妻に

事えること母の如く，其遺孤仲海を待つこと

弟の如くであったという。文政九年三月十三

日，畢世の大著r説文緯」三十巻の真価を学

界に問うべく，盲目の女望と共に駿府を発っ

た稲川が，二十一日江戸に入るや先ず身を寄

せたのも仲海の許である。其後稲川は四月十
　　　　　　　　　る
九臥一旦陰山を去って八丁堀に居を移した。

だが，五月五日浅草観音参詣の途次数行の泄

潟があって已来，体調思わしくなく，再ぴ陰

山に戻って療養に努めたが報いられず，七月
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六日他界した。遺骨は長子清臣，女望に守ら
　　　　　
れて駿府に帰ったが，而し，稲川の真価を定
　　　　　　マむべきr説文緯」は未だ其に相応な賞賛を得

ないまま仲海の手許に遺された筈である。稲

川は入府の翌二十二日早くも懐堂を訪れ，時

を忘れて快談し，慷堂また二十三日改めて陰

山に稲川を訪い，其後も稲川は，四月二十八

日慷堂を，五月二十一日には植斎を湯島に訪

ねて一泊している。r説文緯」は慷堂・液斎

に示されたであろうか。示されたとしても十

分な検討と批判を受ける暇は無かったに違い

ない。六月二十七目慷堂が訪れた時は稲川は

死病の床にあった。翌二十八日慷堂は械斎と

共に再ぴ見舞ったが，これが稲川が二人を見

た最後である。不遇に終った稲川の心情を思

遣った仲海が其師憾堂の口添を得て江都第一

の説文学者植斎を動し，折柄舶載された「説

文解字注」の検討と併せて，此度の会読とな

ったのではあるまいか。わたしは斯く推量す

る。静岡市宝泰寺境内に建つ「稲川先生山梨

君墓銘」に

　　駿難名府，乏典籍。稲川又貧無力致異書。

　　文緯之説，鋸創冥索，皆出於自得之精。

　　而与近日舶載江戴銭段之言，往往暗合。

　　又有出其表者。其書之伝必可期也。

とあり，「懐堂日歴」文政十年七月六日に

　　入渋谷大聖寺会集，就玄度霊前読六書均

　　表。玄度分韻依顔氏十部，未知段氏十七

　　部之分也。遂分玄度日斜人影横九畝為韻。

　　会者佐藤喜内，石斎，陰山，佐藤泰助，

　　丹羽惣助，僧宗恰，与余七人，量平為主，
　　　　　　　　　　　　　　　　　
とあることは此推量を幾らか援けてくれるで

あろう。

　尤も，そうは言っても，会読の主たる狙い

はやはりr説文解字注」にあったようだ。何

故なら，天保三年六月二十九日，久しく廃絶

していた会読が再開されて，其第二回七月八

日には早くも第二篇を読了して居り，してみ
　　　　　　　　　　　　　　む
ると第一篇と第二篇の一部とは中絶前の会読

で既に読まれていたと考えられるからである。

殊に，天保五年七月八日第三篇読了，同七年
　　　　　　　　　　　　ユユ
三月八日第四篇読了，同八年八月八日第五篇
　　　　　　　ロ
読了，同十年四月八日第六篇読了，同十一年
　13　　　　　　　　　　　　　　　　　14
七月二十八日第七篇読了，同十二年十一月二
　　　　　　　　　る
十八日第九篇に着手という会読の進行状況と，
　　　　　　　ユ　
「像堂目歴」文政十一年四月十九日の記事中

　午前液斎携道純来，倶読説文段注六紙。
　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ
とあること，及ぴ会読の開始直後の文政十年

閏六月十一日に

　午陰山生来，倶読段氏六書音均表一巻。
　　　　　　　　　　　　　　　lS
同七月六日に

　　就玄度霊前読六書均表。
　　　　　　　　　　ヨ
の記事があり，会読開始時に慷堂が「説文解

字注」を所持していたことは確実なこと，此

三点を考え合せるならば会読のテキストが段

注であったことは略確実である。もっとも，

r慷堂日歴」文政十年十二月十三日に

　　赴師門返段玉裁説文注三巻。
　　　　　　　　　　　　　
という記事を見出すが，此は天保二年四月二

十三日の記事中に

　　林長公見借説文段注十五冊，爾雅正義十

　　冊，音学五書十六巻，爾雅校勘記四冊。

　　倶係昨日事。

　　　　　　
とあり，同六年六月二十八日に

　　是日返師門書，説文段注，六書音均表，

　　爾雅正義及校勘記。
　　　　　　　　　ま
とあることから察して，此会読の為に真本を

林述斎に借りて筆写か校合をしていたのでは

あるまいか。

　会読が，慷堂・イ中海の発案で，植斎は受身

であったと推量するのは，次のような根拠に

基いている。乃ち，既述の如く，久しく中断

していた説文会読が再開されたのは天保三年

六月二十九日であるが，植斎らは，実は其年

三月六日已来，毎月八の日と定めて石経山房

に会集し，儀礼の会読を試みているのである。

六月二十九日再開と言っても，それが恰も液

斎の目を盗むが如く，其不参の日に行われて



いることは何を意味しているのであろうか。

　　（三月）六日　午前椴翁拉渋江道純・伊

　　沢盤安来，陰山量平拉志村宗安来，村山

　　子亦来，日瞑皆去。惟陰留語，抵夜去。

　　　　　　　　　　　　　　　　　23
　　十七日　植斎来宿。

　　　　　　　　　
　　十八日　巳刻渋江道純・伊沢盤安来，倶

　　李如圭儀礼釈宮。載朱子文集七十巻，而

　　総目提要以為窟入是也。（略）械斎与二

　　子倶去。
　　　　　る
　　廿八日　植翁不来。陰山生来。
　　　　　　　　　　　　　まおママ
　　（四月）八日　械斎与渋江・升沢二生来，

　　読儀礼釈宮。
　　　　　　ア
　十八日　植翁与道純・盤安来，村山生来

　候，倶読士冠礼正経。
　　　　　　　　　　
　　廿八日　糠翁来，与読儀礼。渋・伊・

　村・陰。
　　　　　　
　　（五月）八日　械翁来。会者村山・陰山・

　渋江・伊沢。
　　　　　　
　十八日　椴斎有書云，今日廃業，且餓製

　海参。道純来，相対語学。
　　　　　　　　　　　　ユ
　廿八日　村山陰山来。午楠翁拉盤安来。

　　（略）読尽士昏礼，小酌皆去。
　　　　　　　　　　　　　ヨ　
　　（六月）八日　植翁来，渋江・伊沢・村

　山・陰山来，読士相見礼。
　　　　　　　　　　　ヨ　
　十八日　被翁不来，以有家祭。…二山・

　江・沢・四子来，読儀礼。
　　　　　　　　　　　　
　廿九日　村山・陰山来，而植翁諸子不来。

　与二山読説文段注。
　　　　　　　　　
　　（七月）八日　二山来，読説文段注第二

　篇了。
　　　ヨ　

　十八日　一山来，読説文段注。
　　　　　　　　　　　　　ヨマ
　廿八日　午二山来，倶読広韻序』及蹟。畢

　依例読説文段注。
　　　　　　　　
　　（八月）八日　与村山生読説文。

　　　　　　　　　　　　　　　
　十八日　村山子来，倶読説文。
　　　　　　　　　　　　　40
　廿八日　渋江道純来。
　　　　　　　　　も　
　　（九月）八日　伊沢盤安来。
　　　　　　　　　　　　42
　十七日　植翁来宿。
　　　　　　　　イヨ
　十八日　村山生・陰山生来，与読郷飲酒
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　　礼。（略）・日瞑械翁去。

　　　　　　　　　　　
　　廿八日　陰山村山来，読説文。
　　　　　　　　　　　　　あ此事実は植斎の関心が既に段注になかったこ．

とを物語っている。そう考えてよいであろう。

翌天保四年九月十八日には，慷堂が村山弥市

（一）と説文を読んでいた処へ伊沢柏軒が訪

ねて来て，抽斎よりの書憤に，椴翁の言葉と

して，儀礼の会読を続けようと認めてあった

ことを披露している。そして九月二十八日と

十月八日は液斎に従って説文を廃している。

「説文検字篇」なる索引を自ら作って段注を

縦横に利用していた程の植斎にとって，山房

の諸生相手の遅々とした会読は得る所が無か

ったに違いない。会読が中断する逡に少くも

段注の第一篇と第二篇の一部を読み了えてい

たとすると，再開後の，椴斎の参加しない会

読に比べて，其進行が極めて早い事は注意せ

ねばならない。進行の速い事は文政九年正月

に始る和名抄の揚合も同じであった。文政十

三年二月の爾雅校訂の場合は極めて特殊な例

かもしれないが，

　　　　　　
　　五日　晩被翁来。

口
H
目
日
日
日

六
七
八
九
十
望
十六日

十七日

十八日

十九日

二十日

廿一日

廿二日

与校爾雅，先読宋紗絵図本。

午前校絵図本畢，再校前明経注本。

読古明本爾雅。

絶盃校了明古本。

植斎去。

午後液翁来，与校爾雅。

入大聖寺共校爾雅。

入大聖寺校校勘記。

校校勘記。

詑阪校本。
ママ

緑日校書，終関本。

赴大聖寺読万暦監本。

赴大聖寺校了万暦監本。又借筒

　　井子汲古閣本校上中巻。

　　廿三日　校汲古下巻畢，与翁出。

というような出精ぶりである。恐らく，会読

に臨む液斎の心構えは毎にこのように厳しく
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食慾なものであっただろう。説文の会読に対

しても椴斎はそういう雰囲気を期待して臨ん

だのではなかろうか。例会とは別に仲海が

「六書音均表」を読んでいるのも，「説文緯」

と比較する為だけではなく，そうした械斎の

意気込についていく為の予習の意味も含んで

いたのではなかったか。併し回を重ねるにつ

れて初学者を含めた会読が，当初期待したよ

うな密度を維持しにくい事に気づいて，次第

に械斎は倦んだのであろう。和名抄もまた其

頃読了した事が，椴斎の腰を益々重くしたに

違いない。説文に関しては慷堂・稲川に劣ら

ぬ造詣を有していたとはいえ，械斎は執れと

言えばやはり国学者であり，其最終の目標は

我が上代史の研究にあったことも，此場合，

考慮する必要があろう。記述が前後してしま

ったが，此辺で文政十年六月二十九日発会已

来の会読の迩を「僚堂日歴」から抄出してお

〕つo
　　　（六月）廿八日　椴斎来校書如例，遂宿。

　　廿九日　同読説文。
　　　　　　　　　イマ
　　　（閏六月）五日　朝入山荘，械斎已至，

　　終日校書。

　　六日　読説文。
　　　　　　　イ　
　　十八日　椴斎有書云，夜来泄潟不能来，

　　韻酒一壷，報清水薔二片。
　　　　　　　　　　　　49
　　十九日　陰山生来。

　　廿八日　械斎至。

　　廿九日　与読説文，晩械斎去。
　　　　　　　　　　　　　　るの
　　　（七月）十八日　械斎来，校和名紗。

　　十九日　与被斎・量平往大聖寺読説文。
　　　　　　　　　　　　　　　　　51
　　廿八日　被斎来校書。

　　廿九日　与植斎翁補昨日業，午入大聖寺

　　読説文。
　　　　わ　
　　　（八月）八日　栖斎来校和名紗。

　　九日　同読説文，渋江道純来。
　　　　　　　　　　　　　　らヨ
　　十八日　被斎来，如例校書。

　　十九日　読説文。夜与械斎出，至薩湯而別。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　54
　　廿八目　械斎至。埋箆方成，水醗々而湧，

相倶賞玩移時。校和名紗七巻畢。

廿九日　読説文如例。（略）薄晩械斎諸

子皆去。

　　　　
　（九月）十八日　糠斎至，如例校書。

　十九日　倶説文。

　　　　　　56
　廿九日　村山・生田・渋江諸子来，共文

　中子。

　　57
　（十月）九日　読文中子。元板二本明板

　一本，誤謬極多。宋板字正不誤。会者村

　山弥市・渋江道純。日暮而散。
　　　　　　　　　　　　う　
文政十一年は次の如くである。

　（四月）八日　植斎来，校和名抄。

　九日　与栖斎倶出游駒場御苑，観薬草，

　還到宮益坊，与液斎別。
　　　　　　　　　59
　十九日　午前権斎携道純来，倶読説文段

　注六紙。

　　　　
　（五月）八日　権斎来，校和名抄。

　九日　朝校和名，午後読説文。（略）是

　日来者，陰生，村生。小酌皆去。
　　　　　　　　　　　　　れ
　十八日　植斎来。（略）読和名。

　十九日　与植斎，読説文。畢飲散。
　　　　　　　　　　　　　　　
　廿九日　村山・陰山二生来。液斎使人来

　韻壷酒及星図二，孝経十云，近日感冒不

　能赴。

　　　
　（六月）十九日　陰山・村山二子来読説

　文Q
　64
　廿九日　与陰山・村二子読説文。（略）

　液翁有書，送宋板病源論三冊。
　　　　　　　　　　　　　65
　　（七月）十九日　陰村二子来読説文。
　　　　　　　　　　　　　　　66
　　（八月）九日　与陰村二生読説文。
　　　　　　　　　　　　　　67
　十九日　陰生来，写小倉山房文集六紙，

　是日廃業。
　　　　68

註1r慷堂日歴」文政六年七月十二日に

　　r山荘　自桜田町入，経交笄橋（1日名鴻

　　谷橋，見後閏八月，○延宝図目，橋東麻

　　布，橋西渋谷）。左行於山口邸間（此延

　　宝図也，今右山口，左佐倉），山口極所

　　（今入高木邸）為織田信濃守邸（今為内



藤紀州第），南行，東為空地西南為金森邸，

次為渡辺越中邸，次牧野老之助．次毛利

日州，今余山荘，当空地及金森邸所，然

延宝図以今氷川社為金王祠，則顧猶未確

也。宝暦図既無金森邸。共東地即余山荘。

荘南東北寺延宝図在桜田町。延宝図以此

地為江戸坤位。」とあり，同天保三年十

一月二十三日にはr山荘　旧万右衛門者

居之。共妻為藤左衛門之妹。藤左又与五

右衛門之戚。西条之民源兵衛，受万右之

地，武右衛門又承源兵衛，後山天徳寺領。

昔有麻生伊賀屋九右衛門所居，土人今号

伊賀山。伊賀屋絶，浅右衛門得之。、余受

之浅右衛門。宮田敬輔　青山五十入町北

側自竜野邸東第三巷島田彦三郎面有蕎麦

店，自店而入一町許有鍛冶屋，即其地

主。」とある。「日本芸林叢書」に収める

「慷堂日歴」は，曾て森鴎外が「伊沢蘭

軒」を執筆した際，其材とすぺく渋江保

をして筆写させたものを，更に叢書の編

纂同人（恐らくは浜野知三郎か三村清三

郎か）が転写したものだと聞いている。

静嘉堂文庫現蔵の原本欄外に縦横に書込

れた即興の詩が削除されているのは致し

方ないとしても，本文中，往々にして誤

写と覚しき箇所に遭遇する以上，やはり

執れ，は原本に就いて考えねばなるまいが，

且く本稿では叢書本に拠ることにする。

2　r械斎華機」（「日本芸林叢書」第八

巻所収）三頁。猶，此書憤が文政十年六

月十二日附であることは，会読発会の日

時が符合するからだけでなく，「慷堂日

歴」文政十年六月二十三日に「託老侯銅

斗題釜，資財帳題簸。」とある（「日本芸

林叢書」第十一巻一八九頁下段十五行）

ことが書腰の前半の内容に完全に呼応す

るからである。文中の威科とは，「植斎

葬料記」の事であろう。慷堂によれぱ，

被斎が王蒜の銅科を入手したのは文政九
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年か，其已前としても余り遠い事ではな

い。文政九年十一月二十四日，懐堂は葬

斗記を読了している。また資財帳は械斎

が上梓を企図していた「多度寺資財帳墓

本」のことで，慷堂は其蹟を同十年三月

三十日被斎に送っている0

3　r日本芸林叢書」第十二巻二九〇頁

上段十一行。

4　r稲川遺芳」稲川文草九八頁十行。

5　巳下r東寓日歴」（同上二七二一七

頁）に拠る。

6　r慷堂日歴」文政九年七月六日（r日

本芸林叢書」第十一巻一四五頁上段十二

行），及ぴ「稲川先生山梨君墓銘」（「恢

堂全集」第十巻十九丁裏八行）。

7　r係堂日歴」文政九年七月十九日

（「日本芸林叢書」第十一巻一四七頁上

段七行）に「玄度之骨昨日西帰」とある。

従って小林一郎「稲川先生の人物と其事

蹟」に，即日茶毘に附し，三日の後郷に

送ったとある（「稲川遺芳」稲川文草二

八九頁十八行）のは十二日の後と訂正さ

れねばならない。多分誤植であろう。序

に言えば，稲川の江戸入府を四月とする

小林氏の説（同十二行）も，既に本文で

述ぺた如く，三月二十一日と改むべきだ。

8　r慷堂全集」（「崇文叢書」第一輯之

十五）第十巻二十一丁裏二行。墓碑の全

容は「稲川遺芳」巻頭の写真が鮮明でよ

い0

9　「日本芸林叢書」第十一巻一九四頁

上段十六行。猶，文中顔氏とあるのは顧

氏，即ち清代音韻学の鼻祖として識られ

る顧亭林を筆写の際誤ったものであろう。

10　同上五五六頁上段七行。

1
2
3
4

｛
且
1
1
1

同上七二四頁上段五行。

同書第十二巻九一頁上段十八行。

同上一七九頁上段六行。

同上二九五頁下段十七行Q
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同上三七七頁下段十行。

同上四六九頁下段十四行。

同書第十一巻二四一頁下段十三行。

同上一九一頁上段十二行。

同上一九四頁上段十七行。

同上二一六頁上段十三行。

同上四五三頁上段十行。

同書第十二巻四一頁上段二行。

同書第十一巻五三二頁下段三行。

同上五三五頁上段一行。

同上五三五頁上段十八行。

同上五三七頁上段六行。

同上五三九頁上段十八行。

同上五四一頁上段八行。

同上五四二頁下段九行。

同上五四四頁下段十四行。

同上五四七頁上段十三行。

同上五四九頁上段三行。

同上五五一頁上段一行。

同上五五三頁上段十一行。

同上五五五頁上段一行。

同上五五六頁上段七行。

同上五五七頁下段六行。

同上五六〇頁下段十一行。

同上五六三頁上段十六行。

同上五六八頁下段四行。

同上五七一頁下段十二行。

同上五七五頁下段十行。

同上五七八頁下段八行。

同上五七八頁下段九行。

同上五八○頁下段八行。

慷堂が羽倉明府に与えた書腋に「但

曾与椴斎約，絶人事以十日全力校定一書，

伊乃移書巻入草堂来，今已三臥侵夕吃

汝，丹黄在手，以故未能上答（略）。待

校書業詑与植斎商量，一般以往貢，幸容

旬日寛假」（同上三五二頁上段七行）と

記している。

47　同上一九〇頁上段八行。

48　同上一九〇頁下段一行。

49　同上一九二頁上段十行。会読が六日

に行われたのは僚堂の先考の忌祭が八日

に営れることになっていたからである。

なお，五日の記事中校書とあるのは無論

倭名紗校訂の事である。

50　同上一九三頁上段七行。

51　同上一九六頁上段三行。会場に大聖

寺が選ばれたのは此月六日稲川小祥に因

んで此処に会集して已来の事である。

52　同上一九六頁下段十二行。

53　同上一九七頁上段十一行。抽斎の名

は「憶堂日歴」では此日が初出である。

初め市野迷庵に学んだが，文政九年八月

十四日迷庵長逝の後は械斎に従った。
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同上一九九頁上段一行。

同上二〇〇頁上段六行。

同上二〇三頁上段二行。

同上二〇四頁下段十八行。

同上二〇六頁上段十行。

同上二四〇頁上段二行。

同上二四一頁下段十三行。

同上二四五頁上段八行。

同上二四六頁下段六行。

同上二四八頁上段五行。

同上二五〇頁上段九行。

同上二五一頁下段四行。

同上二五三頁下段十四行。

同上二五五頁下段十二行。

同上二五六頁下段五行。

　文政十年閏六月十日，植斎は伊沢榛軒に下

の書贋を与えた。

　　　良安様

　　　　　　　　　　　　　　　　根斎

　　両三日之酷暑如何尊翁暗御清穆被為在候

　　事奉察候扱は此鹿菓到来候間乍軽乏青義



　堂へ贈り申度候乍御面倒御届可被下候且

　先日之答間宜御謝可被下候尚相伺度義後

　日可申請候と御伝可被成下候万々面上可

　申上候頓首
　　　　　エ
　　　閏月十日

榛軒は蘭軒の長子で，嘉永五年十一月十六

日四十九歳で卒した。従って，右書廣が発信

されたのは榛軒二十歳の文政六年を甚しく遡

ることはあるまい。「読史備要」に拠って，

文政初年已後植斎没年の天保六年に至る間の

閏月を調ぺると次の如くである。

文政二年　閏四月

　五　　閏正月

　七　　閏八月

　十　　閏六月

天保元年　閏三月

　三　　閏十一月

　六　　閏七月

榛軒十六歳

　十九

　二十一

　二十四

　二十七

　二十九

　三十二
此中，天保六年は閏七月四日に被斎が長逝

しているので除外し，「両三日之酷暑」の可

能性を索めれば先ず文政十年が候補に上る。

「慷堂日歴」に拠って天候を調ぺると，

　朔（天候の記載なし。）

　二日　（同上）

　三日陰。雨。

　四日陰欝蒸。

　五日　晴。

　六目　暁雨大晴。

　七日　晴

　八日　（天候の記載なし。）

　九目熱。

　十日更熱。

　十一日　（天候の記載なし。）

　十二日晴熱。
　　　　　　とあり，よく書贋の内容と一致する。併し，

他の年の閏月にも其十日前後に酷暑が続いた

ことはなからたであろうか。文中尊翁と呼ぱ

れている人物が蘭軒だとすれば，彼は文政十

二年三月十七日五十三歳で没して居り，天保

95

中の閨月は全く考慮の外に置かれることにな

る。とすると，幾分なりとも可能性有りと目

されるのは僅かに文政七年のみであるが，「廉

堂日歴」に拠って同じ様に天候を調べてみる

と，

　朔晴小熱。

　二日暑頗驕。

　三日陰冷。

　四日　（天候の記載なし。）

　五日　（同上）

　六日　（同上）

　七日　陰。晩小雨。

　八日陰。
　九日　陰。雨終日。

　十日　晴。

　十一日　（天候の記載なし。）

　十二日　雨終日。
　　　　　　　とあり，書積が此年に発信されたことはあり

えないのである。

註　1　r械斎華騰」（r日本芸林叢書」第八

　巻）二八頁。

　2　r日本芸林叢書」第十一巻一九〇一

　　　一頁。

　3　同上五六一八頁。

文政十年十二月四日，慷堂は械斎に下の書

憤を与えた。

　又雪。老境可厭。起居如何。春夏間所請。

　主君之印章三穎。已使勤斎刻否。近日屡

　見督責。以老兄未還筍苔也。何如何如。

　伏走小童候問。余付面曙。不一一。

　　　　　　　　　　　　た所でr慷堂日歴」文政十一年正月十三日に

　植斎有書示勤斎印稿。

　　　　　　　2同じく二十一日に

　是日植翁送君候印三穎，益田重蔵勤斎1壽

　刻，海参七介，魚醸一瓶。

　　　　　　　　　3
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翌二十二日の記事に

　召徴児付君侯印三面。

　　　　　　4とあり，二月四日に

　赴被斎，謝彫印事也。五穎与勤斎金十方，

　為液斎幹其事，贈加須帝郎一筐。

　　　　　　　　　さとある「君侯印三面」は書憤のr主君之印章

三穎」と同じ物であろう。而して「老兄未

還」が械斎の旅行中であることを言っている

とすれぱ，書臓は既に触れてもいる文政十年

十月五日から十二月三日遣の西遊中に書かれ

た筈である。然るに，此間，十一月二十七・

八日と十二月二・三日とに降雪があった。

「懐堂日歴」は

　廿七日　昏雨変雪。

　廿八日雪晴。

　二日雲有雪意。

　三日　大雪盈尺。（略）午雪晴。（略）夜

　朝君所。

　四日　積雪，晴，寒透骨。

　　　　　　　6と記している。書贋には「又雪」とあるから

再度の降雪のあった十二月，而も，「老境可

厭」が寒に耐えられぬを歎いていると解釈す

れば，降雪中は余り冷え込まないから，「寒

透骨」とある四日乙れを認めたのではなかろ

うか。前夜「朝君所」とあるのも，書随の

「近日屡見督責」とよく符合する。

但，書憤が四日発信されたとすると，被斎

は三日に帰っているので，「老兄未還」とあ

るのと矛盾する。併し此点も「慷堂日歴」十

二月五日に

　被斎以廿七発駿府，想当帰家也。

　　　　　　　　　7とあり，十二月十四日には

　夜入求古楼宿，主人以本月三日帰。

　　　　　　　　　　8とあって，慷堂は十四日湯島に植斎を訪ねて

初めて其帰府を知ったのであるから，この疑

点も如上の考証を妨げるものではない。

では，械斎は何が目的で，何処へ行ったの

であろうか。「憬堂日歴」文政十年九月二十

日には

　遣丹羽生赴求古楼及杉本生促爾雅刻板。

　（略）丹羽生帰云，液斎以廿五日游伊豆。

　　　　　　　　　　　　　とある。例の如く，倭名紗校訂と説文会読の

為十八・十九の両日を械斎は慷堂と起居を

共にしていながら旅行の事は遂に語らなかっ

たのはどういうわけか。而も，十月九日の記

事には

　道純云，植斎以初五日発。語余以游伊豆，

　道純以游尾州，或及伊勢，語英平頭，往

　京師，蓋有所求，而不靱語人已。

　　　　　　　　　10とある。軽い遊山程度の積であった計画が次

第に膨脹して，其為出発も遅れたのであろう

か。相手によってまちまちな事を言っている

のは解しかねる。もっとも，文政十一年五月

二十八日附で権斎が伊勢の足代弘訓に与えた

書横に

　昨年桑名より御尋被申上候付御著述物類

　御目録被下扱々御努之御義毎々感伏仕候

　江戸には好学者乏敷得益無之迷惑仕候事

　御地之盛挙奉深羨候
　　　　　　ユ　とあるから桑名までは行ったらしい。併し其

処からさらに伊勢路を踏むことは無かったの

ではないか。或は万笈堂英平吉が言うように，

京都追足を伸ぱしたかもしれない。

註　1　「係堂全集」（「崇文叢書」第一輯十

　五）第七巻十七丁表。

　2　r日本芸林叢書」第十一巻二二四頁

　下段十行。

　3　同上二二六頁上段二行。

　4　同上二二六頁上段十一行。

　5　同上二三三頁下段十一行。

　6　同上二一二一四頁。

　7　同上二一四頁上段十六行。

　8　同上二一六頁上段十五行。

　9　同上二〇三頁上段十二行。

　10　同上二〇六頁上段十二行。

　11　r械斎華膜」（r日本芸林叢書」第八

　巻）八頁十一行。


